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毛呂山町立小・中学校編成計画（案）に関する説明会 会議録

日 時 令和６年１月１３日（土） １４：００～１５：５０
場 所 毛呂山町東公民館 学習ホールめじろ
出 席 者 未就学児保護者 ２８人
毛呂山町 髙沢教育長 土屋学校教育課長 道地教育総務課副課長

三浦学校教育課副課長 佐藤学校教育課指導主事
市川教育総務課庶務係長 山口教育総務課管理係主事

発 言 者 内 容
道地副課長

髙沢教育長

お待たせいたしました。本日は毛呂山町立小中学校編成計画（案）に関す
る説明会にご参加いただき誠にありがとうございます。教育委員会では、
子どもたちにより良い学校のあり方について再検討をし、学校教育におけ
る課題、今後の児童生徒数の推移、必要とされる教室数、既存校舎の維持
更新などの教育的課題を解決するために、最も望ましい施設形態とその時
期を示す毛呂山町立小中学校編成計画（案）を策定いたしました。本日の
説明会は、この編成計画（案）に関しての説明会となっております。本日
の説明会でございますが、人数の把握をするために事前に参加者を募り確
認をさせていただきました。ご協力をありがとうございます。説明会に際
し、説明会の撮影、録音についてはご遠慮いただきたいと思います。な
お、教育委員会といたしましては、説明会の議事録作成のために、録音を
させていただきたいと存じます。また議事録に関しましては、今後、HP
上で個人がわからない形での公開を予定しておりますので、あらかじめご
了承ください。それでは、毛呂山町立小中学校編成計画（案）に関する説
明会を開催したいと思います。まずはじめに、教育長よりご挨拶申し上げ
ます。

みなさん、こんにちは。毛呂山町教育委員会教育長の髙沢でございます。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。まずあの１月１日に発生しまし
た能登半島の地震において尊い命を失われた方々に心よりお悔やみ申し上
ますとともに連日映像等で大変困難な状況が報道されております。被災に
遭った皆様に心よりお見舞い申し上げるとともに、一日も早い復興をご祈
念申し上げます。また私たちもできる限りの支援はさせていただきたいと
思いますので、是非皆さんもそれぞれの立場でご支援を賜ればと思います
のでどうぞよろしくお願いいたします。本日は、土曜日の午後ということ
でそれぞれご予定があったり、お休み等の計画があったかと思うんですけ
ども、本日この毛呂山町立小中学校編成計画（案）の説明会にご出席いた
ただきまして、本当にありがとうございます。日頃より地域の皆さま、そ
れから保護者の皆さまには本町の教育に色々な場面でご理解とご協力をい
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ただいておりますことに重ねて感謝申し上げます。ありがとうございま
す。実は小中学校は、先週の火曜日・・・。（赤ちゃんの泣き声）いいんで
すよ。今日はそういう想定でお子さま連れでも結構ですというふうに説明
させていただいておりますので、気兼ねなくご参加ください。小中学校は
先週の火曜日９日の日に３学期がスタートしました。１、２、３月の短い
期間なんですけどもそれぞれ進級、卒業それから一年のまとめと大事な学
期になります。先生方も心機一転ですね、児童生徒と一生懸命な教育活動
を過ごすということで無事に３学期がスタートしたということは校長の方
から報告がございました。また、皆さんの方にもいろいろな情報提供があ
るかと思うんですけども是非小中学校の教育活動にも関心興味をお持ちい
ただければと思います。さて、教育委員会の方では、町やそれから日本全
体が少子高齢化、また地域コミュニティがだんだんとこうね、縦横のつな
がりが薄くなっていく状態、そういうことを鑑みまして、子どもたちによ
り良い教育を提供するにはどのような教育環境が望ましいかということ
で、実は平成２５年度よりさまざまな検討委員会を設けて学識経験者ある
いは、教育関係者、町のさまざまな教育機関、あるいは地域の代表の方、
に委員になっていただいてご意見をいただきながら学校の編成等について
ご提言をいただきました。それらを元に平成３０年に町の方針として未来
を拓く人づくり～小中一貫教育プロジェクト～基本方針を定めました。こ
の中で、小中学校は小中一貫教育をするために施設等一体化して教育をす
ることが望ましいと提言を受けましたのでそれらを元に毛呂山中学校区は
令和１０年、そして川角中学校区は令和８年に小中一貫校を開設すること
になっておりましたが、実はコロナ等の関係でちょっと足踏みをした時期
がございました。また、このプロジェクト基本方針に則り中学校区のそれ
ぞれ小中３校は小中一貫教育の方を進めております。現在も進めておりま
して、中学校の先生が小学校に行って授業を行ったり、あるいは合同で行
事を行ったり、あるいは高学年の児童が中学校で学習したりと、小６中３
を９年間のひとくくりとして教育を連続性のあるものとして行っていきま
しょう、ということでこのプロジェクトを進めております。現在もです
ね、先ほど言ったとおり、また、この今日の映像の中にもそういう取り組
みが出てきますので、ご覧いただければと思います。また、小学校以下、
実は幼稚園、保育園、それから小学校、中学校、幼保小中連絡協議会とい
うのもございます。幼児の段階から小学校との適切な連携は行っておりま
す。先ほど申したとおり、コロナ禍ですとか、小学校の方では今、１学級
３５人の定員でクラス編成を行っております。３８人を今までやっていた
んですけども１年生、２年生さらに３、４、５と学年が上がるにつれて学
級数も３８人より３５人の方で少しずつ定員を減らして、先生の方が児童
生徒に気配り目配りができるように進めております。そのような対応をす
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道地副課長

道地副課長

るために昨年度、再度、小中学校の編成に対するご意見を求める毛呂山町
小中学校のあり方検討委員会というのを設置いたしました。ここでまたご
意見をいただいてその意見等を参考にしながらこの計画案というのを策定
したということになります。学校で色々な授業等を行うには、人的な環境
やらそれから施設設備の環境がございます。人的な環境はもちろん学校の
先生方もいますし、地域の皆さんもいますし、それからそれぞれ保護者の
方もいらっしゃいます。特に学校の先生については１学校に適切な人数を
配置したいんですけども、それぞれ学級の規模に応じて、教職員の定数は
決まってまいります。ですので、そういうところで先生方に負担を強いる
ことが多々あるんですけどもそれらも解消したいという実情もあります。
それから、環境も大切な教育の場においては必要なものです。学校の施設
設備、それから使用する教材や教具、もちろん地域にある物的な資源等も
教育の資源になります。特に学校施設については、古くなったり、あるい
はどんどんどんどん施設が足らなくなったりすることもあります。そうい
うことも踏まえてこの編成計画を再度計画した次第です。今日はその説明
がメインになるんですけども、環境とそれから人の人的な提供これらを併
せて、毛呂山町立小中学校の編成計画とさせていただきました。色々な説
明がこれからございますが是非映像を見ながらお手元の資料等を確認しな
がら是非あの、本日の説明をご理解いただければと思います。約２時間弱
の説明とそれからご質問等受ける時間になりますが、今後ともぜひ毛呂山
の教育にご理解いただくために今日は貴重な時間を一緒に過ごさせていた
だければと思います。毛呂山町教育委員会の編成計画についての町の考え
方を説明させていただくということでご理解いただければと思います。本
日はどうぞよろしくお願いいたします。

ありがとうございました。
本日の説明会に際し、職員等の紹介をさせていただきます。

～教育長、事務局の順に自己紹介～
以上、よろしくお願いいたします。

それでは、早速説明に入らさせていただきますが、まずお配りした資料の
確認をさせていただければと思います。お手元に次第と資料と感想用紙が
ございますでしょうか。感想用紙については説明会終了後、受付の箱の方
にご提出いただければと思います。説明会に際しまして、説明はお手元の
資料を元に説明をさせていただきますが、資料が白黒という部分と一部資
料がないものもございますので、できればスクリーンを見ていただければ
と思います。それでは説明に入らせていただきますが、以後説明と質疑応
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答については職員着座にて行わせていただきます。よろしくお願いいたし
ます。
初めに実施時期と施設形態についてですが、小中一貫教育の更なる充実と
児童生徒のより良い教育環境を整備するために、川角中学校区は施設一体
型小中一貫校、毛呂山中学校区は施設隣接型の小中一貫校という形で、両
中学校区とも令和１１年度の開設を目指すことといたしました。このよう
な結論に至った経緯についてお話をさせていただきます。
平成の時代から少子高齢化が社会的にも大きな課題となっております。そ
のような中で、少子化に対応した学校規模の適正化は全国的に大きな課題
でもあり、平成２７年１月に文部科学省から公立小学校・中学校の適正規
模適正配置等に関する手引きが出されております。手引きでは、「児童生徒
が集団の中で多様な考えに触れ、認め合い、切磋琢磨することを通じて１
人ひとりの資質や能力を伸ばすという学校の特質を踏まえ、小中学校では
一定の集団規模が確保されていることが望ましいと考える。」とされており
ます。画面、資料には記載されておりませんが、学級数が少ないことによ
る学校運営上の課題といたしましては、クラス替えが全部または一部の学
年でできない、クラス同士が切磋琢磨する教育活動ができない、運動会・
文化祭・遠足・修学旅行等の集団活動・行事の教育効果が下がる、生徒指
導上課題がある子どもの問題行動にクラス全体が大きく影響を受ける、児
童生徒から多様な発言が引き出しにくく授業展開に制約が生じる、このよ
うな学校運営上の課題が児童生徒に与える影響といたしまして、集団の中
で自己主張をしたり、他者を尊重する経験を積みにくく社会性やコミュニ
ケーション能力が身につきにくい。児童生徒の人間関係や相互の評価が固
定化しやすい、教員それぞれの専門性を生かした教育を受けられない可能
性がある、切磋琢磨する環境の中で意欲や成長が引き出されにくい、進学
等の際に大きな集団への適用に困難を来す可能性がある、多様なものの見
方や考え方・表現の仕方に触れることが難しい、多様な活躍の機会が無く
多面的な評価の中で個性を伸ばすことが難しいなどが挙げられます。そう
いった形で、小学校では１学年２学級以上が望ましい、中学校では 9学級
以上を確保することが望ましいという形となっております。
それでは、子どもたちの置かれている現況について詳しく見ていきたいと
思います。こちら平成２７年の文部科学省の「少子化に対応した活力ある
学校づくり」に関する参考資料より、生産年齢人口の推移となっておりま
す。赤い線が生産年齢人口、緑が高齢者人口、青が児童生徒の人口となっ
ております。子どもの数が減少するに伴って、生産年齢の人口は減少して
いき、高齢者の人口は増加しています。いわゆる少子高齢化でございま
す。こちらは共働き世帯の推移となります。昭和５５年から平成２５年に
なりますが青色が共働き世帯となっております。共働き世帯の数が昭和か
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ら平成で急激に増えていることがわかります。平成３年・４年あたりで共
働き世帯が逆転しております。続きまして現在の状況になります。先ほど
の画面昭和５５年とは完全に逆転していることがわかると思います。こち
らは令和２年度国勢調査の結果から、世帯数と１世帯あたりの推移を表し
たグラフになります。棒グラフが世帯数、赤の線が１世帯あたりの人数と
なっています。世帯数は増えていって、１世帯あたりの人数は減っている
状況です。令和２年は１世帯あたりの人数は２．２７人となっています。
こちらは、児童のいる世帯の状況となります。右側の白い部分が児童のい
ない世帯ですが、児童のいる世帯数が右、児童のいる世帯数の平均児童数
も減っていることがわかると思います。こちらは資料にはございません
が、家族の中で、対人関係を形成する組み合わせを示したものでございま
す。２人家族では１通り、３人家族では４通り、クレヨンしんちゃんのよ
うな４人家族では１１通り、５人家族では２６通り、サザエさんのような
７人家族では１２０通りとなります。先ほど、児童のいる世帯の状況を確
認しましたが、今の子どもたちは家族の中で対人関係を形成するのが難し
くなってきています。そのため、学校において多様な人間関係を経験する
ことが重要となります。こちらは毛呂山町の児童生徒数の推移です。児童
生徒数は、昭和６０年度の５，２７５人をピークに減少しており、令和５
年度では１，８０１人となっており、ピーク時に比べると約３４％まで減
少しています。こちらは児童生徒数の将来推計です。減少してきた児童生
徒数は、今後も減少していくことが推測されます。こちらは学級数と教員
数となります。括弧内は特別支援学級数となります。令和１１年度以降、
光山小学校、泉野小学校が全ての学年で単学級となる見込みとなっており
ます。また、教員数については、小学校で校長、教頭、養護教諭、事務職
員を除いた担任以外の教員については光山小学校は既に１人となっており
ます。泉野小学校は令和７年度から、川角小学校においては令和１１年度
から、毛呂山小学校は令和１５年度から担任外は１人となる見込みとなっ
ております。続きまして、小中学校施設の建築年度です。町の小中学校は
６校ございますが、全ての学校が建築後４０年以上経過している状況で
す。こちらは、小中学校の改修の状況です。耐震改修、空調改修、トイレ
改修、大規模改修の状況です。この中で下の赤枠内の大規模改修ですが、
学校の中で工事が済んでいるのが毛呂山中学校と川角中学校になります。
毛呂山小学校は体育館の大規模改修が済んでいます。今後、全ての学校を
存続させるためには大規模改修が済んでいない小学校に対して大規模改修
が必要と考えています。毛呂山町の教育をめぐる状況を説明してきました
が、児童生徒数の減少、児童生徒数の減少に伴う教職員数の減少、施設の
老朽化などこれら毛呂山町の教育をとりまく課題に対して教育委員会では
検討委員会等を立ち上げて協議して参りました。平成２５年・２６年度に
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は毛呂山町立小中学校将来構想検討委員会において、学校の適正規模につ
いて提言をいただいております。小学校では各学年２クラス以上、中学校
では各学年３クラス程度が望ましい。通学においては、小学校では４０分
以内、中学校では１時間以内、ここの通学４０分以内というのは通学距離
にするとおおむね３キロという形で提言をいただいております。平成２８
年・２９年度には毛呂山町学校教育環境等検討委員会において児童生徒の
今後の教育環境について検証を行いました。その結果、平成３０年に未来
を拓く人づくりプロジェクト基本方針を作成し、小中一貫教育に取り組ん
でおります。こちらは、未来を拓く人づくりプロジェクト基本方針のグラ
ンドデザインになっておりますので、後ほど資料の方を確認していただけ
ればと思います。
小中一貫教育の導入の主な狙いです。小中学校９年間の見通しを持ち、連
続性のある学習活動を展開し、学力や体力の向上を図ること。また、小学
校から中学校へのスムーズな移行により、中１ギャップを解消して中学校
段階での学習のつまづきや不登校の解消を図ること。さらに教職員が、子
どもの学びの連続性について小中学校教職員の相互理解を進め、学習指
導・生徒指導等の充実・改善を図ることで更なる学習向上や不登校の解消
を目指してまいります。それでは、令和３年度に小中一貫教育の取り組み
がゆずの里ケーブルテレビにて放映されましたので、それをご覧いただき
たいと思います。

～ゆずの里ケーブルテレビの映像を流す～
（令和３年１１月１６日 川角中学校区令和３年度第１回小中一貫教育合
同研修会）

今、見ていただいたのが小中一貫教育の授業の様子となりまして、毛呂山
町としてはこういった形で小中一貫教育を進めているところでございま
す。続きまして、また説明に戻らさせていただきます。
こちら令和５年１月２７日に毛呂山中学校で小中一貫教育合同研修会が行
われました。この日は、３時間目から毛呂山小学校の 6年生が毛呂山中学
校で授業を行っております。こちら５時間目の公開授業の様子です。６年
１組が社会科の授業、６年２組が英語の授業を行っております。どちらも
中学校の内容でしたが、授業の終わりに中学校教員から「集中して授業に
取り組み、内容を理解して積極的に発言できていてすごい」と褒められる
場面がありました。小学生たちは目を輝かせて、自信に満ちた表情をして
いるのが印象的でした。また、小学生から「中学校の校舎だけど、小学校
の先生がいてよかった」との感想もあったようです。小学校教員と中学校
教員が同じ教室で授業を行うことは児童生徒の安心できる環境であると改
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めて気づかされました。続きまして、こちらは給食の様子となります。中
学生が小学生の配膳を手伝っています。中学生の思いやりの心が育ってい
ることを感じられました。続きまして、こちらは清掃の時間になります。
毛呂山中学校では清掃の時間は一切おしゃべりをしない無言清掃を行って
います。無言で一生懸命に掃除をする中学生の姿を見て、６年生も同じよ
うに一生懸命掃除をしていました。こちらは、昼休みの様子になります。
中学生が６年生を誘って大繩を楽しんでいました。小学生から「休み時間
に中学生と遊べて楽しかった」と言っていたようです。今後もこのような
交流をすることで、中学校への進学の不安を軽減し小学校から中学校への
滑らかな接続ができるようにしていきます。また、泉野小学校の６年生も
毛呂山中学校で同じように授業を行いました。こちらは、毛呂山町小中一
貫教育の義務教育９年間の捉え方です。今後も小学校６年間と中学校３年
間を分けることなく、義務教育９年間を一体として捉え、小学校から中学
校へ滑らかな接続を目指し、夢を持ち世界に羽ばたく毛呂山の子どもを育
成するために小中一貫教育を推進して参ります。このような小中一貫教育
の更なる充実と、児童生徒のより良い教育環境整備をするために、川角中
学校区は施設一体型の小中一貫校、毛呂山中学校区は施設隣接型の小中一
貫校を令和１１年度の開設を目指して参ります。
それでは、施設一体型・隣接型で目指す一貫教育でございますが、一体
型・隣接型では小学校と中学校の教員が同じ校舎または同じ敷地にいるた
め教員同士の連携がしやすくなります。そのため、中学校教員などの乗り
入れ指導などが充実し、小学校における教科担任制の更なる強化を図るこ
とができます。また、授業や部活動などの指導内容や指導方法を共有しや
すく、児童生徒の学習や成長をより効果的にサポートをすることができま
す。さらに、中学校には数学室や外国語室を整備し、生徒の学びたい気持
ちを引き出す、後ほどまた説明させていただきますが、教科センター方式
を導入し、児童生徒の学力向上を図ります。次に、児童生徒の交流につい
ても、児童生徒の交流する機会が増え、異学年理解や協働学習が促進さ
れ、上級生は下級生に対する思いやりやリーダーシップの育成、下級生に
は目標にすべき身近な生徒像の具象化を図ることが期待できます。家庭・
地域の交流については、会議室、コミュティルーム、コミュニティスペー
スを整備し、学校が地域コミュニティの拠点となるようにして参ります。
また、施設一体型・施設隣接型となるため、保護者や地域の方にとって
も、より効率よく学校との協働ができるものと考えております。保護者や
地域の方との交流の充実を図り、家庭・地域と一体となって児童生徒を育
成して参ります。
こちらは統合年度等です。まず、川角中学校区です。川角小学校と光山小
学校を統合し、川角中学校の敷地・既存校舎を利用するとともに、川角中
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学校敷地内に小学校校舎を増設する施設一体型の小中一貫校で令和１１年
度の開設を目指します。令和１１年度の川角小学校の推計児童数は１７７
人、学級数は特別支援学級２学級として９学級です。光山小学校の推計児
童数は１４９人、特別支援学級２学級として８学級となっております。川
角小学校と光山小学校を統合した小学校の推計児童数は３２６人、特別支
援学級を２学級として１５学級となる推計です。統合後の小学校の児童数
は、現在の川角小学校が３２１人ですので、ほぼ同じ人数です。また、統
合することで担任外の教諭が２人となる予定です。続きまして、毛呂山中
学校区です。毛呂山中学校区は小学校と中学校の敷地がもろっ子橋で繋が
っており、敷地を一体的に利用することができます。これは、施設一体型
とほとんど変わらない立地となります。そこで、毛呂山小学校と泉野小学
校を統合し、毛呂山中学校と毛呂山小学校の隣接した敷地・既存校舎を利
用し、毛呂山小学校を大規模改修し、施設隣接型の小中一貫校で令和１１
年度の開設を目指します。令和１１年度の毛呂山小学校の推計児童数は２
６６人、特別支援学級を２学級として１４学級です。泉野小学校の推計児
童数は１８２人、特別支援学級を２学級として８学級となっております。
毛呂山小学校と泉野小学校を統合した小学校の推計児童数は４４８人、学
級数は特別支援学級を２学級として１７学級となる見込みです。統合後の
小学校の児童数は、現在の毛呂山小学校の３２２人より多くなります。ク
ラス数では、１年生から３年生までが２クラス、４年生から６年生までが
３クラスとなる予定です。統合するそれぞれの小学校について、教育委員
会の基本的な考え方として、毛呂山小学校と泉野小学校については、毛呂
山小学校の歴史を継承していくこと、川角小学校と光山小学校について
は、川角小学校の歴史を継承していくことを考えています。学校名や校
旗、校章、学校の沿革史は毛呂山小学校・川角小学校のものを継続してい
くことを基本方針と考えています。こちら川角中学校の敷地イメージで
す。増築校舎は校舎の西側・プールの横あたりを検討しています。こちら
は職員室からのグラウンドへの視野確保、野球場、テニスコートを確保を
考えた場所となります。また増築校舎は 2階建てを考えております。学童
保育所を移設し、学童保育児に対しての放課後の居場所に対する安全確保
をいたします。更に、小学校が統合することにより通学距離が長くなる小
学生児童に対してスクールバスの整備をいたします。その発着所のイメー
ジを、右下になりますがお示ししております。こちら今後の基本設計など
で詳細を決定していきますが、まずは教育委員会で検討した結果です。こ
ちらは川角中学校の増築校舎のイメージになります。こちらは１年生から
４年生までが利用する増築校舎で、５年生・６年生は既存中学校舎を利用
する形となります。１年生から４年生までは、特別教室の利用頻度など学
校での生活スタイルが似通っており、中学生との体格差などにより、ゾー
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ニングなども考慮しての増築校舎の教室整備となります。増築校舎にはオ
ープンスペースなどの整備を検討し、多様な学びを促すことにより学びに
向かう力の育成に努めて参ります。また、小学生４年生以下が理科・図
工・音楽などで使用する多目的教室を配置する予定となっております。こ
ちらは多目的室の他の自治体のものになりますが、イメージとなっており
ます。また校舎については木質化・木造などを検討して参ります。続きま
して、こちらは川角中学校の既存校舎のイメージとなっております。小学
５年生・６年生と中学生、特別支援学級の児童生徒が主に利用することに
なります。５年生・６年生の教室を中学校舎に整備することにより、中学
校の教員に授業を補助していただく機会が増え、小学校高学年からの教科
担任制の強化が図られます。また、小中学生が一緒に生活するための成長
過程に応じた更衣室なども配置して参ります。中学校の教室を活用した教
科センター方式を導入して参ります。教科センター方式とは、英語教室・
数学教室のように教科ごとに教室が決まっている方式です。教員が教える
クラスに合わせて教室を移動するのではなく、生徒が受ける教科によって
教室を移動します。生徒が受け身で待っているのではなく、自ら学びに行
くという姿勢が育まれます。また、専用教室には数学ならグラフ黒板を常
設したり、英語なら英語の掲示物を掲示したり、英字新聞や洋書を並べる
など教科の学習に特化した環境を整えることができます。各教科の教室に
すべての授業の用意が整っているので、チャイムが鳴って授業が始まると
同時にその教科の学習に専念することができます。生徒の学びたいという
気持ちが高まり、学力の向上につながることが期待できます。続きまし
て、毛呂山小学校・毛呂山中学校の敷地イメージです。毛呂山小学校と毛
呂山中学校は図中央のもろっこ橋で繋がっており、敷地を一体的に利用す
ることができます。施設整備ですが、毛呂山小学校校舎を大規模改修を
し、小学校校舎として利用します。また、学童保育所につきましては、入
所児童推計により泉野小学校の児童も既存の毛呂山小学校内の学童保育所
を利用し、学童保育児に対しての放課後の居場所に対する安全確保をいた
します。さらに、小学校が統合することにより通学距離が長くなる小学生
児童に対してスクールバスの整備をいたします。その発着所のイメージを
左上に赤く塗ったところでございますが、お示しいたしております。毛呂
山小学校の校舎イメージです。現在の使用状況と変わらず、１年生から６
年生までの小学生が利用します。毛呂山中学校の特別教室及び小中一貫教
室を利用し、中学校との交流機会を多くしていくため、南側のＡ棟のみの
大規模改修を行います。また、大規模改修の際にはコミュニティスペース
を整備し交流の充実に努めて参ります。校舎の大規模改修については、こ
のような形の木質化を検討しております。毛呂山中学校校舎のイメージで
す。中学１年生から３年生までの中学生が利用します。小学５年生・６年
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生が授業を行う小中一貫教室を整備することにより、中学校の教員に授業
を補助していただく機会が増え、小学校高学年からの教科担任制の強化が
図られます。また、中学校の教室を利用した教科センター方式を導入する
ことにより、生徒の学びたいという気持ちが高まり、学力の向上につなが
ることが期待できます。こちらは、統合準備委員会、部会の案となります
が、統合に関わる色々なことに対して準備委員会を立ち上げ、スムーズに
進められるよう努めて参ります。
今後のスケジュールです。１２月は既に説明会を実施させていただきまし
た。今後１月にかけて編成計画（案）を説明し、ご理解いただけるように
努めて参ります。１月から２月にかけて現在パブリックコメントを実施中
です。３月に計画の策定と考えています。また、令和１１年度の開校に向
け、設計、工事を順次進めて参ります。説明は以上となります。ありがと
うございました。

質疑応答に移らせていただきたいと存じます。質疑のある方は大変申し訳
ないのですが、挙手いただき、名前を名乗っていただいてから質問をお願
いいたします。よろしくお願いいたします。

Ａと申します。２点ありまして、１点目が通学路のことなんですが、今私
の子どもが小学校にいるんですけど、小学生が光山小学校に通っておりま
して、登校班が集まるところまで育心会の前の大きな通りがあるんですけ
どもあそこの通りを通らないといけないんですね。あそこに大きな倉庫が
できまして、多分車通りが増えると思うんですね、何にしろ横断歩道が一
つもないので横断歩道の整備をお願いしたく。また川角小学校の子も目の
前の道を通っているんですけどもそこは川角小学校前に横断歩道、陸橋が
あるので問題ないと思うんですけども、今後川角中学校に通うことになる
と、光山小学校と同じ通学路になると思いまして自衛隊の施設の隣を通る
ような通学路になると思います。そういった場合にそこに横断歩道がなけ
れば、そこを通る児童すべてが横断歩道のない道を横断しなければならな
くなってしまいますのでそこの部分をお願いしたく、まず質問とさせてい
ただきます。もう一つはですね、統合に向けた準備委員会の中で一番上に
総務PTA部会というのがあるんですが、これに関しても現在この資料を
見させていただいて、共働き世帯が増えているという実態がある中で、
PTA活動とかそういったものが拡充されてしまうと、とても家庭への負担
が増えると思います。その中で、他の自治体ですとか報道を見る限り外部
委託という選択肢も有ると思うんですね。そういったところの詳細な検討
とかをされているのか、そういった部分も質問させていただきます。
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学校教育課の方から回答させていただきます。まず１点目の通学路につき
ましてはこちらも統合に関わるところもあると思うんですが、今現在、横
断歩道をという話かと思います。こちらの通学路の方はまた学校の方でも
見ていく必要があると思いますし、要望として上げていただいて、例えば
その学校を通して言っていただければ、その整備等については今後学校教
育課だけではなくて、まちづくり整備課であったり、生活環境課であった
りと、横断歩道については警察等も入ってどういった状況で設置ができる
かというところでは検討していきたいとは思います。

横断歩道に関してなんですけども、一旦一度要望は上げております。警察
等も含めて横断歩道の設置は難しいという回答が出ております。ただ、そ
の時点では隣に大きな倉庫が、多分できたのはご存じかと思うんですけど
も、そういったところのない状態でして、まあできるという計画はあって
も、その時点ではたぶん交通量って増えていないんですね、今もって交通
量が増えてないですし、大型もそんなに走ってないんですよ。実際稼働し
ているのかなってくらい静かなところなので、今後を見据えての話なん
で、今現状で警察とかに要望を上げたとしても弾かれてしまう可能性が高
いんで、そうではなくて要望を上げるというよりはきちんと守るという意
味で早めに検討していただければとは思うんですが。

そうですね。通学路については色々いくつか上がっているところもありま
して、恐らくその中の一つだと思うんですね。警察の方から横断歩道を設
置する条件の中で子どもたちというか、待てる場所があるかどうかという
ところで引っかかって中々横断歩道が設置できないというところも聞いて
ございます。そういった面も含めて総合的にみて、通学路というようなと
ころでまた学校の方でもその辺は検討していく必要があると思いますの
で、こちらは検討しながら進めていきたいと思います。またこの通学路部
会というのもございますので、こういったところも含めて、今現在の部分
も含めて今後検討してまいりますのでご理解いただければと思います。２
点目については PTAの関係ですね、PTAにつきましてはこちらもPTA
部会というところがあります。案の段階ではあるんですけども、小中一貫
校というとよく義務教育学校と間違えられてしまうんですが、義務教育学
校ではなくて小学校、中学校それぞれ存在する小中一貫校というような形
になります。１年生から９年生というのが義務教育学校なんですが、今回
それではなくて、小学校、中学校それぞれ存在する小中一貫校というよう
な形になります。ただ、連続した教育課程というか、連続して今も小中一
貫教育をやっていますが、見ていくことと、施設の方が川角中学校区の方
は一体型、毛呂山中学校区の方は隣接型というところなので PTAの組織
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をどうしていくのか。例えばその PTA会長を１人にして一つの学校とし
て９年間で役員等を割り振っていくのか、それとも今までと同じような形
で小学校に一つの組織、中学校に一つの組織と PTA会長を小と中にそれ
ぞれおいて運営していくのか、こういうことの検討が必要になっていくと
思います。児童生徒の数が減っていくということは当然保護者の人数も減
っていきます。そういったところの役割分担の負担というのは当然ありま
すのでいかに中身を精選していくのかとそういうところも含めて今後の
PTA会長も含めてPTA部会の方で検討してまいりますので、またご理解
いただければと思います。以上です。

Bと申します。私も何点かあるんですけども。毛呂山小学校と中学校
の・・・私、ここに３０年くらい住んでいて、光山小の卒業生なんですけ
ども、今説明にあったとおり、一貫校みたいな９年生とかではなくて、分
けて今までどおりの感じを続けてつながりを持っていくみたいな感じで、
その説明はだいたいわかったんですけども。例えば、私は川角中学校地区
だったんですけども、こっちは一体型になるので、そうすると毛呂小と毛
呂中だとうまくこう、イメージとしてですけども分かれて今までどおりの
学校で先生たちもやりやすい感じとかあるんじゃないかなと､今やっている
ところの延長線で見えてくると思うんですけども、そこについて、まだ検
討している段階だと思うんですけども、その検討部会に問題が起きたとき
に対処する部とか会みたいなものが書いてなかったので、そういうところ
は検討されているのか。例えば、まあ私は前向きに進めていただきたいと
は思っているんですけども失敗という言い方じゃないですけども、なんか
トラブルがあったときに対応する部があってもいいのかなとちょっと思っ
たりもしたんですけども。あとはその今のところ検討されているとは思う
んですけども、例えばそのどこかをモデルケースにしているとか、そうい
う検証をしているとかそれもちょっとなかったのでその点はそうですね、
川中はもう一体型なので、新しく施設を建てるとかいろいろあって、ちょ
っとそう川中の方が気になってるなというのと、あと学童保育所が近くに
あるのはいいなと思うんですけども、そもそも学童すごい近くにあります
し、児童館もそんなに今は、昔はすごい子どもたちいっぱいいたんですけ
ども、今は閑散としている。子どもが減っているというのがわかるんです
けども、その辺を、毛呂中の方は隣接型とあるのでその辺新設しないでそ
っちを活用、そっちが手一杯でとか、古いからとかもちろんわかるんです
けどもそういうのがあってもいいのかなと。川中の方は、ちょっと変わっ
た形かなっていうところと。あと、この資料に全然載ってなかったところ
で既存の小学校、あの廃校になると思うんですけども、それについて何も
検討会とかそういうのは別に置かないのかなと、同時進行で誰かがやって
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いくとか、それともそこだけでそこを活用するのかとかが全然なかったの
で、その２点は疑問に思いました。

学校教育課の方からいくつかお答えさせていただきます。準備委員会、統
合準備委員会につきましてはこちらの部会等は統合までに色々な統合する
のに必要な準備の部会となっております。学校運営上の問題というのはど
こまで指すかというのもあるんですが、学校の中にも組織はありますので
そういった組織の方はしっかりと整備してありますのでご安心いただけれ
ばと思います。川角中学校の方は、やはり一体型というところはございま
す。職員室につきましては一つとなっております。というところもござい
まして、また学校運営については建物もほぼ一つというようなところで原
案では校長は 1人というような形で運営してまいります。先生方も小学
校、中学校の教員も一つの職員室に入ってそういうところで情報交換等も
してまいりますので、そういったところではより多くの教員の目で、児童
生徒が見ていけるというような安心感もあるというところで考えておりま
す。そういった中で小中一貫教育をさらに充実させるような施設一体型の
メリットを活かして、最大限活かして教育活動を行ってまいります。モデ
ルケースというところでございますが、いろんな自治体でやはりいろんな
取り組みをされています。そこによって施設もバラバラな状況もあるんで
すが、そういったものは色々なところのいいところを取り入れて今この計
画に至っているというところでございますので、ご理解いただければと思
います。こちらからは以上です。

教育総務課の方から施設の利活用の関係についてお答え申し上げます。現
在のところ、小学校の統合によって空いた施設について何かを設置すると
か具体的な形で決定しているものではございませんが、今後も毛呂山町役
場の中でそういった利活用について検討委員会等を立ち上げ、どのような
形で利活用をしていくかというのを検討していくというところでございま
す。それには民間の活用であったり、地域活動の拠点となるような形、ま
た体育館においては防災訓練の施設となっておりますので、今後も防災の
施設として利用をしていくと考えております。

わかりました。で、じゃあ廃校の方はまだ全然、建てる方は決まっている
けども廃校側はまだ決まってないってことですか。

はい、今後しっかりと検討するということになります。
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Ｃ

あとさっき言った何か問題があったときに対処する部とかというのは作ら
ない。作ってない。いろいろ、そのプロが頑張ってるというのは他を見て
検討しているというのはわかるんですけども、問題は起こらない訳がない
と思っているんで、その対処する部みたいなところは、中学校と小学校一
緒になってしまうので、さっきちょっとあったのがその不登校、いじめみ
たいな話がちょっとありましたけどもそういう部分、一体になってしまう
と余計ちょっと心配かなと思うんですけどもその辺はどうお考えなのかな
と。毛呂小、毛呂中は分かれているという部分がありますけども、一体に
なるとちょっとそういう今までの対応とは違うんじゃないのかなと。問題
が多分絶対起きると思うんですけども、それについての準備とかはしてな
いって感じですかね。とりあえずもう一回質問です。

学校教育課の方からお答えさせていただきます。いわゆる不登校であった
りとか、そういった問題というところでありますので、今現在も学校には
教育相談部会といったり生徒指導部会という部会が常にあります。先生
方、各学年の代表の先生等も集まって会議を行っております。この部会に
ついてはここには載ってないんですけれども、当然そういった部会も用意
してあります。今、小中一貫教育を進めていますので、年に３回、合同研
修会という形で研修を行っています。そういった中で小中の先生方が情報
交換を行いながら、対応していくこともございますので、施設が一つにな
るというところではあるんですが、既に一貫教育は、やっていますので、
そういった中でより効率的に連携をとっていくことになりますので、一体
型になったところから問題行動が起こるのではなく、既に未然防止という
ような形で取り組んでおりますので、ご安心いただければと思います。

わかりました。よろしくお願いいたします。

Ｃと申します。私も何点か質問があるんですけれども、まだ検討している
段階かと思うので、決まっている段階で大丈夫なんですが、小中一貫、小
学校が統合されるということで学童も一緒になるということなんですが、
その学童の定数というのが今後どうなっていくのかというのと、あと施設
がやはり毛呂山小と川角小で一体型と隣接型で変わってくると思うんです
けども、そうすると校舎の使い方ってそれぞれ変わってくると思うんで、
少し前にこういう説明会開いていただいた時に、そこで質問があったと思
うんですけども、小学生と中学生が同じ校庭で遊んだりとかいう時間が出
てくると思うんですけど、例えば休み時間の使い方とかが小学生と中学生
で違ってくると思うので、その点がやっぱり小さい子と大きい子の差が出
てきてしまうのでその辺がやはり差が出てしまうんではないかというお話
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土屋課長

があると思うんですけども、その整備についても、今、考え中だとは思う
んですけども、決まっていることとか、出てきている案があるのであれば
お話していただきたいなと思います。あとごめんなさい、最後なんです
が、この編成案に関して３月に編成計画策定とあるんですけども、この時
点で決定ということになるんでしょうか。

１点目と３点目について私の方でお答えいたします。学童保育所の定数
は、１１年度に両学童を統合して川角小学校と毛呂山小学校の施設の方に
統合していくわけなんですけども、そのときの学童の利用人数を推計で年
度ごとに確認していってこの施設で足りるということで、毛呂山小学校の
方は、敷地内の中に岩井学童が３クラス教室を整備したうち、２クラスを
今使っている状態なんです。１１年度の利用児童数を推計すると、泉野小
学校の児童さんがこちらにきても足りる計算ですので、３クラスを展開し
ていくという形で推計しています。それから光山と川角学童についても毛
呂小と同じように、岩井学童と同じように光山学童、川角学童の利用人数
を推計して新しく作る川角中学校敷地内につくる学童保育の方に足らせる
ようにしますので、それはご安心いただきたいと思います。それから３番
目の３月にこの案は決定かということなんですけども、これは３月に議会
の方に報告いただいて決定していくという方向で進めさせていただいてお
りますのでご理解をいただければと思います。

私の方から休み時間等の小学生、中学生が混ざってというところの話をさ
せていただきます。まずはあの毛呂山中学校区については施設隣接という
ことで、毛呂山小学校にグラウンドがあって、毛呂山中学校のグラウンド
がありますので、必然的に小学校と中学校の、小学生中学生が分かれます
ので、特に心配はないと思います。こちら川角中学校のグラウンドなんで
すが、川角中学校のグラウンドかなり広いグラウンドなんですね、毛呂山
中学校よりはるかに広いグラウンドとなっております。その中に増築校舎
を建てても、これでも毛呂山中学校のグラウンドとほぼ同じくらいのスペ
ースは取れると思います。今、現在の中学生なんですが、あと前提とし
て、小学生は２時間目が終わった後に業間休みといって、長い休み時間が
ございます。中学校はないんですね、なので中学生が外で遊ぶのは昼休み
だけになります。業間休みについては小学生が広々と使って遊べると捉え
ております。昼休みについてなんですが、今現状の中学生も人数が減って
いますので、実際このグラウンド全部に広がって遊んでいるという状況で
は全くございません。今、現在でいうとこの校舎に近いところ、やはり近
いところで遊びますので、この辺のスペースで遊んでいるような状況なの
で全部は使っている状況ではないです。今回遊具スペースをこの辺りに考
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D

えています。理由としてはここに職員室がありますので、目が行き届きや
すいというようなところ、あとは中校地とかって呼んでいるんですけど、
ここもかなりスペースがありますので、この辺りを中心に小学生が遊ぶこ
とができると捉えています。中学生、体力ありますので少し分けてグラウ
ンドのこちら側でスペースをとるような形をとっていきます。あとはぶつ
かってしまうんじゃないかという心配もございますが、基本的には先生方
も一緒に遊んでいますので、子供たちをよく見守っていて先生方の目はす
ぐ近くにあるというところと、毛呂山中学校では先ほど画像で紹介させて
いただきましたが、実際毛呂山小の児童が毛呂山中学校で一日過ごした中
で昼休みも遊んでいる中で、小学生ってわりとチャイムが鳴ったら猛ダッ
シュで教室に戻るところがあるんですね、そういうところを見ても中学生
がよく周りを見ていました。ぶつかることもなく、本当に仲良く遊んでい
ましたし、そういったところというのはやはり成長段階に応じて色々こう
周りに、なんていうんですかね、視野が広くなるのかなというところもご
ざいますし、そういったところは確実に子供たち順応できるというか、成
長していく部分がございますので、その辺は大丈夫であると考えておりま
すのでよろしくお願いいたします。

Dと申します。２５ページというのかな、毛呂山小、毛呂山中学校敷地イ
メージ。ここには、スクールバス発着所候補地とかいてあるんですけど
も、川角中学校の敷地イメージのほうには書いてないんですよ、このバス
ターミナルというのがそうなるのかわからないんですけども、川角中学校
にはスクールバスは走らないんですか。幼稚園とか保育園卒園したばっか
の子が中学校まで歩くのはちょっと厳しいんじゃないでしょうか。そこは
どうお考えでしょうか。

私のほうから、まずはバスターミナルなんですが、こちらになります。ち
ょっと文字が小さくてあれなんですけども。こちらがバスターミナルの予
定になりますので。

それはスクールバスのバスターミナル？

スクールバスのバスターミナルですね。

はい。
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川角中学校区に関しましても、スクールバスを出しますので。こちらスク
ールバスについては、小学生という形になります。中学校は今の場所にあ
りますので、中学生は今と同じような登下校という形で考えております。

そのバスに乗る乗らないとか、距離の判断といいますか。どこから乗って
いいよみたいなものはあるんですか。

スクールバスに関しましては、先ほど説明の中でも言わせていただきまし
たが、適正配置という形で３キロという目安がございますので、３キロ以
上の行政区を対象にスクールバスの運行を考えております。３キロ以上の
見込みとなる行政区につきましては、川角中学校区では、目白台３丁目、
４丁目、東原団地、苦林、玉林寺を考えているところでございます。

はい、わかりました。ありがとうございます。

Eといいます。川角中の方は施設一体型というところで９学年が同じ施設
を使うというところで、例えば体育の授業とか、９個学年がある中で、同
じ施設でどうやって使い分けていくのか。例えば、同じグラウンドで違う
学年が、同じ時間に一緒に使うという場面も出てきてしまうのではという
ところで、使えるところがかなりこう狭まってしまうみたいなところもあ
ると思うので、こちらについてどういうふうに考えているかというのを聞
きたいです。

私の方からお答えをさせていただきます。実際９学年というところではご
ざいます。ただ、児童生徒数は減っていますのでクラス数が、かなり減っ
ている状況であります。そういった状況で体育だけではなく、理科室であ
ったりとかもあるんですが、クラス数を考えた時に時間割上は特に問題な
く組めている状況ではあります。その上で先ほども言ったとおり、この辺
りかなり広いスペースが取れます。なので低学年の運動をするのもできま
すし、小グラウンドみたいな形でこちらの活用もできます。あとは体育館
がこちらにあるんですが、ここに実は武道場があります。川角中学校の武
道場はかなり広く設計されています。ここも本当に小学校１年生から４年
生くらいまで、体づくり運動であったりとか、マット運動であったりと
か、そういったものもできますので、ある意味体育館が大きいものと小さ
いものが一つずつあるというところで、ゆとりが少しあるなというような
ところで授業の方特に問題なく組めますので、ご安心いただければと思い
ます。
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ありがとうございます。

Fと申します。今の回答の中で小学校低学年の子がそのスペースの方でや
られるというふうに言われたんですけども、今、現状でそちらの方という
のは運動ができるよう整備されているんでしょうか。やはり追いやられて
いるように感じに聞こえてしまうので、そういう運動ができるような環境
ができているのであれば納得ができるのですが、そちらをお伺いしたいで
す。

そうですね、今も中学生がこの辺りで遊んでいたりしますので、今も運動
ができる状態ではあります。やはり校舎からなるべく近いところというよ
うなところなので、追いやるわけではないのですが、そこもしっかり運動
していきますし、ここも十分なスペースは作っていきますし、そもそもあ
のおそらくですね、時間割上特に問題なく組めていますので、その辺は心
配がないかなと思っております。

先ほどですね、学童保育所の定員の関係で質問をいただいていたと思うん
ですけども、学童保育所に関しましては、子ども課の管理という形にはな
るんですが、定員の方は各中学校区とも 120 名という形で考えて、それく
らい来るだろうという形で計画を立てております。以上でございます。

Gです。先ほどスクールバスの話があったんですけど３キロ以上のところ
を考えているということで、大体 40分くらいってことなんですけど。子
どもの足だと、特に低学年がいる班だと例えば１キロちょっと、１５分く
らいの道のりでも実際３０分近く歩いてかかる。特に下校に関してはお友
達もいるのでそれ以上にかかったりすることがあるので、スクールバスの
基準が３キロだと実際特に低学年のうちには負担が大きいと思うんですけ
ど、スクールバスをいろいろ出すのは大変だと思うんですけども、距離の
要件が厳しいと思うんですが、いかがでしょうか。

そうですね、低学年と高学年では差があるというのは承知しているところ
ではございますが、実際に、これは大変申し訳ないんですけども、ある一
定の基準を設けさせていただいて、その中での運用というのが基準となっ
ておりますので、大変申し訳ないのですがご理解いただければと思いま
す。

もう一回、対象地区の候補を教えてもらえますか。
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先ほど川角中学校区を説明させていただいたのですが、毛呂山中学校区を
含めてもう一度述べさせていただきます。川角中学校区の方は目白台３丁
目、４丁目、東原団地、苦林、玉林寺になります。毛呂山中学校区は目白
台１丁目、２丁目、箕和田、山間部、滝ノ入、阿諏訪、大谷木、宿谷、権
現堂という形になりますが、スクールバスだけではなくて学童バスも含め
てそういった形の複合のもので運用していくというところでございます。

Hです。毛呂小の方なんですけど、やっぱ学校とグラウンドが別にあるじ
ゃないですか、中学校の方と。でも川角中の学校は一緒じゃないですか、
中学校だと部活っていうものがあると思うんですよ、僕らも休み時間に野
球部なんかはキャッチボールしてました。ボールとか当たることが小学校
１年生にあると思いますし、あとはなんだろうな、小学校と中学校の時間
って今わかんないですけど、小学生って４０分授業じゃないですか、４
５、中学生は５０分授業ですよね。チャイム何回もなりますよね。それっ
て授業中チャイム何回もなるような感じになりますよね。向こうって別々
じゃないですか、混乱しやすいなというのも思いますし、授業中チャイム
何回もなったらいやだなとも思いますし、で小学校２年生なんかは早く帰
るわけじゃないですか、で今、家に帰ってから、じゃ学校集合して遊ぼう
ぜというのが、中学校部活が始まってるからできなくなるわけで、遊び場
もなくなっちゃうというのはどうなのかなと。

では私の方からお答えさせていただきます。まずチャイムの関係でござい
ますが、こちら小学校４５分、中学校５０分です。今、想定しているのは
１時間目は当然同じ時間に始めます。１時間目の終わりは５分ずれると思
います。なのでここの終わりの時間は特にチャイムを鳴らさず、２時間目
のスタートも鳴らさず、２時間目の終わった後に小学校の方は休み時間が
長くなりますので３時間目のスタートがそろいます。３時間目のそろった
時間にチャイムを鳴らすと。給食の時間も、中学校の方がちょっと短いん
ですね。で今掃除の時間は中学校は６時間目が終わってからやっているん
ですが、そうではなくて小学生に合わせてお昼のところで掃除をもってく
ると、５時間目のスタートがそろいます。なので５時間目はチャイムを鳴
らすと。他はいわゆる時計を見ながらということになります。既にノーチ
ャイムでやっている学校もあります。それだけではなくて、時間を見なが
ら生活をしましょうというところでそういう工夫もありますので、そろっ
ているところでチャイムを鳴らし、意識をするというようなことを考えて
おります。部活動については学校も部活動がありますので、ただ部活につ
いてもかなり人数が減っていて、そもそも部活がどこまで存続できるかと
いうようなところもございますし、どこまで部活動がグラウンドを使うか
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というのもありますし、やはりグラウンドのスペースがかなり余ってくる
といった状況が考えられますので、小学生が放課後遊ぶところも確保でき
ると考えております。あとは逆に小学校のクラブ活動も５、６年生はあり
ますので、そこはもう中学校の部活と連携してというようなかたちで、小
中で、小学校の早い段階で体験できるような形も考えておりますので、ま
た詳細が決まりましたら色々報告できると思います。以上です。

何度もすいません。今こういう質疑応答をさせていただいて、いろいろ案
があって、今後その案が反映されていくのかどうかというところで議事録
みたいなのって今後出ていくのかと、あとは説明会というのが今後どの段
階で行われるのかというのをお聞きしたいのですがよろしいでしょうか。

説明会は、まだこの後も一般住民と町民ですとかそういう方向けも開いて
おります。ですので、今日来られた方も別の会に参加いただいても結構で
す。それと今まで小学校、中学校ごとに説明会をさせていただきました。
それから未就学児の方向けにも今日の午前中に中央公民館でもさせていた
だきました。そこでも同じような質問等いただいておりますので、それに
対してはこちらの方で丁寧に答えさせていただきました。いただいたご質
問については十分活かしてまいりますし、それからパブリックコメントの
方を現在、１月から２月にかけて行っておりますので、その中でもご意見
等は教育委員会にお寄せしてもらっても結構でございます。様々なご意見
やご質問いただきながらより良くしてまいりますので、素朴な疑問とか、
これどうなってんだということがあったら、遠慮なく出してもらって結構
ですのでよろしくお願いいたします。

ありがとうございます。

Iと申します。先ほど川角中学校区の方は校長先生１人と伺ったんですけ
ども、毛呂山中学校区の方も別々だけども校長先生お 1人なんですか。

私の方から、毛呂山中学校区は隣接はしているんですが、別々の建物では
ございますので、こちらは校長先生 1人ずつというような形で考えており
ます。

もう１点、同じ９年間といっても、間の節目節目の入学式とか卒業式とい
うのは今まで通りという感じでよろしいですか。
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J

こちらも義務教育学校ではございませんので、小学校、中学校ありますの
で、小学校の入学式、小学校の卒業式、中学校の入学式、中学校の卒業式
というかたちで入学式と卒業式がございます。

Jと申します。いくつか質問があるんですけどもほかの方が聞いているよ
うなスクールバスについてなんですけど、一定の基準を設けないといけな
いというのはもちろんわかるんですが、その基準がなんですけど設定され
たのが平成２５，６年ですか９年くらい前となると、町の状況ですとか、
変わってきてると思うのと、実際やるのは毛呂山町の話なので、毛呂山町
の子どもたちが実際に３キロまでいかなくても、１キロとか２キロとかの
距離を低学年の子が歩いて問題ないのかどうかっていうのは、何かその子
どもたちに協力してもらって歩いてみる、その皆で歩いてみようか時間ど
れくらいかかるかなとか、そういって試す機会とかはあるんでしょうか。
というのがちょっとやはり３キロ以内なんで特に低学年の親たちは心配だ
から保護者が車で送って、ですとかなんかそういう負担が増えたりですと
か、それができない家庭は心配だけど歩かせるしかないかというのをそ
の、余計に心配をかけてるのかなと。そこが心配なので基準が大丈夫かど
うかもう一度検討しなおして保護者も子どもも納得している状態で基準を
作り直すことができないでしょうかというのが１点と、あとはちょっとや
っぱり子どもたちの気持ちが心配でして、大人は色々考えますけど、子ど
もの心がその、うちの子どもは川角中学校区に、川角小学校になるんです
けどやはり、小学校と中学校一緒になるというのは、うちの子は変わって
から入ることになりますけども、今通っている子とかは切り替えの時期に
かかる子は必ず出てくるわけですよね。それに対してどうしても子どもが
すごくストレスがかかると思うのでそういうことに対してのどういうふう
にそれを少なくしていくのかという例えば今小中一貫教育を既に始められ
ているというお話だったんですけども、その機会をどんどん増やしていく
のか、とか何か想定はされているのかというのが心配しています。たま
に、たまにやるですとか子ども的にはお楽しみ大会みたいな感じで、中学
生と授業するの楽しい、面白いとか楽しいと思えると思うんですが、それ
が日常になるというのが、子どもだと中々想像しにくいと思うので、大人
の都合だけでどんどん進めちゃおうということではなくて、子どもの視点
に立って、じゃあどれだけ、同じことになってしまうんですけども、どれ
だけストレスを減らしていくように考えられているのか、というのを想定
されているのかというのがちょっと長くなってしまったんですけど、ご回
答をお願いいたします。
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まずスクールバスの関係ではございますが、国の方では小学校は概ね４キ
ロとされています。国の方では４キロ以内と。毛呂山町の方では２５年、
２６年に検討した時にそれより短い距離での設定となっていますので、そ
んな経緯も知っておいていただければいいのかなと思います。その中で、
３キロという提言を受けていますので、その範囲はバスを出していきまし
ょうと決めている経緯がございますので、何を持って安全というか、何キ
ロが危険という基準は今ないので、こういった経緯で基準を設けておりま
すので、ご了承いただければと思います。あとはその子どもたちの負担で
あるとか、精神的なストレスであるとかそういった部分につきましては、
今現在小中一貫教育をやっていますので、そういった中で交流を進めて参
ります。いきなり１１年度の時に一つのところに入るわけではなくて、交
流の頻度はこれから増やしていきますので、そういった部分で、子どもた
ちにこう負担がかからないような形でスムーズに移行ができるように考え
ています。一番教育委員会で捉えているのは、やはり人数が減っていくこ
とでクラス同士の切磋琢磨ができないとか、やはり人間関係づくりです
ね、色々な考えに触れる機会であったり、色々な人との出会いをやはり増
やしていきたいとの思いでの計画となっておりますので。今後も今の状態
でずっと行きますと正直一クラス、どの学年も一クラス、クラス替えもな
いというような、全小学校４校をこのまま維持していくとそういうような
形になって、先ほど説明もあったように多様な考えに触れられないとか、
色々出会いが少なくなってしまうとかそういった部分をなんとか対処した
いというようなところで考えでやってございますので、その辺をご理解い
ただければと思います。以上です。

何度もすいません。スクールバスの話が色々出てたと思うんですけども、
その中の一つで３キロくらい離れている家庭もスクールバスに乗れないと
いうことなんですが、そうすると今、各家庭で立哨当番とか当番制で回っ
ていると思うんですけども、その範囲も当然広くなってしまうと思いま
す。そのときに各家庭への負担というのが必ず大きくなると思うんです
ね。その中で、例えば先ほどのＰＴＡのこともそうなんですけれども、外
部委託ですとか、そういった部分というのを検討されているのかどうか。
どうしても予算が組めないという話もあるとは思うんですが、その中でＰ
ＴＡ会費ですとか、各家庭に立哨当番をなくす代わりにこれだけ徴収しま
すよとかいろいろな面が出てくると思うんですね。昔のように専業主婦、
今はそういう言い方をしていいかわからないんですけども、専業主婦の
方々であればまだＰＴＡも立哨当番もできると思うんですが、朝、どうし
ても出勤しなければいけないその時間の中で、子どもたちが３キロくらい
歩いてくる中でどうしても遊んだりして遅れたりすると、普通であれば、
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想定している中の時間であれば問題ない時間であっても、遅れてきてもこ
の班が来ていないからここを離れるわけにはいかないとか、そういった人
も出てくると思うんですね。そういったことも含めてやっぱり基準という
のを考え直した方がよいのかなと。今、うちは光山小学校で計測したら
１．６キロくらい離れてて、それでもやはり約４０分はかかっているの
で、どうしても子どもの足とか、そういったことも考えた上でもう一度再
度検討とか、立哨当番で配置する場所ですとか、あとは横断歩道とかそう
いった諸々のことを含めてもう一度検討いただければなと思うんですが。

はい、貴重なご意見ありがとうございました。登下校の安全に関しては交
通安全の指導員の方も登下校時に立ってらっしゃいます。他の市町です
と、登校時のみとか、いらっしゃる方も交通指導員の方が立っているとこ
ろもあるんですけども、毛呂の方では登下校時の安全配慮ということで危
険箇所に立っていただいております。また登校当番の方も、現在児童数が
減った関係で、家庭数が減った関係で順番がたくさん、頻繁に回ってきて
しまうというそういうお話の中で、当番をする地域のエリアを少し広げて
負担を少し軽くしてもらえないかという話も出ています。これはＰＴＡの
方々もその辺については充分懸念されているということもありますし、先
程来ご質問の出ている登下校の安全配慮のスクールバスの配置について
も、いただいたご意見をさらに検討するようにこちらの方でもいただいて
おりますので、すぐここでそうしますとはいえない部分があるんですけど
も、極力いただいた意見は準備委員会の方の、通学部会等で反映させて意
見として承っておきたいと思いますので、ご理解をいただければと思いま
す。よろしくお願いします。

Ｅです。すいません。ちょっとまたバス、スクールバスのことについてに
なるんですが、使うのにあたっての費用が発生するのかというところと、
距離によって乗れる人、乗れない人が出てくるというところで、一定のと
ころに集まってバスに乗っていくという形になると思うんですが、人によ
っては０．５キロ離れているだけでバスに乗れないみたいなことになると
思うんですけど、範囲によってはその学校に向かうよりもそのスクールバ
スに集まる集合場所の方が近いみたいなという人もいると思うので、なん
かそういうこの範囲のところに関しては選択制でもいいと思うんで、集合
場所に来てもらえば乗れるみたいなことがあってもいいのかなと思うんで
検討していただければいいのかなと思います。よろしくお願いします。

スクールバスの費用というのは乗る児童、生徒さんのご家庭の費用のこと
だと思うんですけども、それはもちろん無料という形で検討しておりま
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す。また、先ほどの部分の集合場所等に関してはまだ詳細が決まっており
ませんが、先程来の準備検討委員会の中で通学部会等ございますので、そ
の中で今後詳しく検討していくということでご理解いただければと思いま
す。

すいません、先ほどから検討するということをおっしゃられているんです
が、その検討した結果に対して公表ですとか、文書で開示するですとかそ
ういった予定はあるんですか。こうした説明会でもいいんですけども、そ
うしたところが実際見えていなくて。聞いてます、言ってますだけで、こ
ういうふうに検討した結果、こうなりましたというのをフィードバックが
なさそうな雰囲気があるので、そこをはっきりさせていただきたいと思い
ました。

今後、令和１１年度に向けて、そのおっしゃられているように準備委員会
を立ち上げて、順々決まるものから決まっていくという形になりますけれ
ども、その詳細についてはその都度、決まったものを皆さんに報告してい
く形で考えてございますので、よろしくお願いいたします。

私の方から少し補足させていただきます。資料にもございます、義務教育
９年間の捉え方として小学校６年間、中学校３年間、この９年間を一つの
一体として捉えております。その中で４年生までの一区切り、それから５
年生、６年生、中１までの一区切り、それから中学校２年生、３年生まで
の一区切りということで成長段階、それから学習内容等に応じて３つの部
類に分けてございます。そこで真ん中の５年生、６年生、中１なんですけ
ども、中１ギャップですとか、不登校ですとか、結構それも町としても出
現しております。学習内容不適応ですとか、人間関係等あるんですけど
も、どのような理由で学校に足が向かなくなったのかというのは、不透明
な部分もございます。いずれにしても学習の保障と、それからさまざまな
体験活動の保障は教育委員会では是非させていただきたいということを大
前提に実はこれを考えております。特に学習内容の中では、今、国や県の
方では小学校の高学年、５、６年生に、算数、理科、体育、外国語、この
４つについては専科教科としてさらにしっかり学びましょうという教育プ
ランを立てております。となると、この４つの教科を専門にみる小学校の
先生が実は必要になってくるんですね。既に小学校の方では、体育あるい
は理科の方で専科の先生を配置して、授業を行っているところがあるんで
すけども、算数ですとか、それから英語、外国語になりますと中々ね、専
門に自信があってやりますよというような方が出てきません。出てこない
というか中々それを始めることは難しいんですね。そこで中学校の英語の
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先生、体育の先生、理科の先生、数学の先生等をうまく活用しながら小学
校の高学年のそのような教科の充実に充てていきたいというふうなプラン
で小中の連携を深めております。今、中学校の方から小学校の方に理科の
先生が行ったりとかあるいは美術の先生が行ったりとか、ということでそ
の先生の専門教科を小学校の担任の先生と２人で一緒に授業をするという
ようなことも今やっております。というわけで、先ほど教科センター方式
という教室配置の説明があったと思うんですけども、皆さんもご経験ある
と思うんですけども、中学校になったら、理科は理科室でとか、家庭科は
家庭科室でとか、それから美術は美術室でとか、音楽は音楽室でとか、あ
ったと思うんですけども、それと同じように小中学校の子どもたちの方に
は算数、理科、数学、それと外国語、英語の教室を設けてその場所その担
当の先生が授業を行うと。先生が教室に来るんじゃなくて、児童生徒がそ
の場所に行くという形で、その教科に特化した学習を展開していく形で小
中連携を深めていきたいとの考えで、この５年生、６年生、中１のところ
のカテゴリーについてはそのような配置をしていきます。もちろん中２、
中３の方は既にそれを行っておりますので、それをそのまま延長上でやっ
ていくということになります。では小学校の１年生から４年生まではとい
うと、ほとんどが担任の先生が授業を持ちますが、時間割等によっては中
学校の体育の先生が小学校の低学年の体育にいったりとか、あるいは合同
で音楽をやったりとかそういうことも充分考えられますので、そういうス
ケジュール、それから授業の組み方についても、毛呂山町では、少し先駆
けてやっていきたいと思います。施設設備の面と、それから学習内容、ソ
フトの面と両方合わせて小中一貫教育を進めていくという方向で考えてお
りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

他に何かございますでしょうか。もしご自宅にお帰りになられまして、ま
た何か聞き忘れたっていうようなことがあれば、教育委員会の方にご質問
をいただければ、また回答をいたしますのでよろしくお願いいたします。

Ｊです。ちょっと二つの中学校区の資料が詰まっている説明会だったの
で、目が移ってしまって理解するのが難しかった部分があったんですが、
学区別の説明会とかは特に執り行う予定はないんでしょうか。

もう一度お願いします。

学区別の、川角中学校区の説明会、毛呂山中学校区の説明会と分けたりす
る予定はないんでしょうか。
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今回、この編成計画（案）の説明会は、まず小学校それぞれの保護者と中
学校それぞれの保護者、それから未就学児の保護者、それから一般の町民
向けということでご案内はさせていただきました。ですので、中学校区ご
との別々の説明会はございません。

今後もその予定はないんでしょうか。子どもが小さくて、すごく気が散り
ながら話を聞いていて、私１人で参加できたら、大人だけで参加できたら
問題なかったんですけども。

それは今後の説明会にですね、もしでしたら日程この後ご案内しますの
で、そちらにまた参加いただいてもそれは大丈夫です。今日は未就学児対
象ですけども、一般町民対象の説明会にいらっしゃっていただいてもそれ
は大丈夫です。

今後、予定として２１日、１月２１日の日曜日と２８日の日曜日にそれぞ
れの小学校の体育館で一般向けの説明会を開催する予定でございますの
で、大変申し訳ないんですけども、お客様がおっしゃられているような形
の中学校区を分けた形での説明ではないんですけども、また同じような形
で説明会を開催させていただきますので、そちらの方にまたご参加いただ
いてもという形でお願いできればと思います。

それではここで最後に教育長から一言お願いいたします。

大変貴重なご意見等ありがとうございました。我々の方も１１年度の開校
に向けてさまざまな準備をしていくわけなんですけども。こちら行政サイ
ドの方で気がつかないところも、もしかしたら有るかもしれません。その
ようなときにはまたご意見をいただければありがたいんですけれども。
今、毛呂山の小中学校の教育は実は学校だけではなく、地域の方々の協力
をいただいてやっております。学校運営協議会をそれぞれの中学校区ごと
に整備して、地域の方々からご提言、意見をもらったり、あるいは学校の
運営に関して承認をもらったり、あるいは地域学校共同活動という組織の
中で授業や学校の行事等の中に、ＰＴＡだけでなく地域の方にも実は協力
を頂いております。例えば書き初めの練習の授業の時に地域の方々に来て
いただいてちょっと指導をいただいたりとか、あるいは小学校の家庭科の
ミシンの授業の時に安全の配慮とか、ご経験があるということで地域の保
護者の方に来ていただいてとか、あるいは学校ファームの手入れ等に地域
の方々のご協力をいただいたりとか、さまざまな形でご協力を頂いており
ます。先ほど小中一貫授業の中で、手話サークルの方に来ていただいたり
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とか、あるいは低学年のリース作りなんかに公民館のサークルの方が入っ
てもらったりということでさまざまな形で地域の方に入っていただいてお
ります。ですから今、地域と学校とそれから保護者と一体になって学校運
営を進めているところです。そういったこともありますので、また今後小
学校、中学校入学した時に是非学校のさまざまな諸活動にご協力いただけ
ればありがたいと思います。是非よろしくお願いいたします。今日は貴重
なお時間を共有させていただきましてありがとうございました。今後も
我々、毛呂山の小中学校の児童、生徒のために一生懸命取り組んで行きた
いと思います。今日いらっしゃっているお子さんも無事に小学校に入学し
て有効な９年間を過ごすというふうにしていきたいと思いますので、是非
ご協力を賜ればと思います。本日はどうもありがとうございました。

以上をもちまして、毛呂山町立小中学校学校編成計画（案）に関する説明
会を終了させていただきます。ご協力ありがとうございました。


